
第4学 年算数科学習指導案

十 ■  ⅢI      日  時  平成16年rl月
｀
10日 (水)5校時

児 童  4 年 1 組 陽 1 6 名, 女 1 4 名, 計 3 0 名)
1 指導者  越 田 由 美 子

1 単 元名   わ り算の筆算を考えよう

2 単 元の目標

○筆算形式による2～ 3位数を2位数でわる除法計算の仕方について理解し,そ れを適切に用いる能力

を伸ばす。  i

[関心 ・意欲 ・態度] ・除数が2位数の除法計算の仕方を,既 習の除法計算の仕方をもとに進んで考

えようとする。

[数学的な考え方] ・ 見積もりをもとに,仮商の立て効 の仕方にういて考える。

[ 表現 ・処 理 ] ・ 除数が2 偶箕の用 紺 算を自勢 で醜 にできると  ‐
!

[知 識 ・理 解 ] ・ 除数が何十の除法言十算妨 を理解する。  |
・除数が2位数の除法の筆算の仕方を理解する。  i

3 単 元について                 '

(1)教 材について

整数の除法の計算は,除 数が1位数の場合について,筆 算形式の計算の原理と尋慣を一学期に学習

している。本単元では,除 数が2位数で,被 除数が2,'3位 数の計算方法を学留する。

除数が24慨数の計算は,(た てる)!くかける)(ひ く〉(おろす)の 4操作を繰り返して商を求めてい

く。計算を進めるときの考え方や報1園ま;除 数が 1位数の場合と同じである。しかし,除 数が増える

と,商 の見当をらけて計算を進めるこどになり,仮 商修正も必要になってくる。商の見当をつけたり

修正したりすることは初めての経験であり,理 解しにくい内容である。計算の見積もり,及 び簡単な

暗算の力,習 熟の時間も必要となる。                   t   ‐

除数が1位数の除法計算の方法を活用し,除 数が2位数の計算の仕方を工夫して考え,1筆算の各段

階の意味を理解できるように指導していきたヤ、           ‐

(2)児 童について

学級め児童は明るく素直であり,課 題にまじめに取り組もうとする。しかし,t学力面での個人差が

大きく,学 習に対する意欲や集中力の持続に影響しがちである。

算数の学習においてもこの傾向は見られら算数に対して者手意識をもつている児童もいる。学習の

積み重ねが十分でないたつに既習事項々もとに考えることができない,解 決途中に千つの方法でつま

ずくと別の方法に考えを転換できない,自 分の考えをどう表現していいか分からないなどの理由が考

えられる。算数を得意としている児童でも,自 分の考えを筋道を立てて表現できる児童は少なし、
一学期に学習した除数が1位数の除法計算では,乗 法九九を適用じて商を見積もり,被 除数の左の

位から計算するという,初 出の除法の筆算形式に戸惑い,計 算引頂の理解や計算に時間を要する児童

も見られた。既習事項を確認し,既 習の考えをもとに問題の解決にあたること,問 題場面と立式 具

体物の操作や筆算形式を関連付けること,友 達の考えから学んだことを自分の表現に生かすこと,‐な

どを意識させながら指導を進めてき名

(3)指 導について

単元をとおして同じ問題場面を提示することにより,ど の児童も除法適用場面であることを理解す

るとともに,前 時までの学習との違いに気付き,課 題意識と自力解決への意欲をもつことができるよ

うにしたし、

自分の考えをもてないでいる児童には,具 体物を提示することにより,感 覚的に計算の仕方をとら

え,自 分の考えを表現できるようにしたし、 また,筆 算で答えを求められている児童には,筆 算と具

体物操作や他の方法との関連を考えさせることで,計 算の原理に気付くことができるようにしたい。

それぞれの考えを関連づけたり価値づけたりする中で,今 後の学習の中心となる筆算習熟への意欲

と算数学習への自信をもつことができるようにしたいと考えると
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4単 元指導計画 (15時間扱い)

小
単

元

時

　

間
目  標

評 価 規 準

算数 へ の関心 ・意
欲 ・能 唐

数学的な考え方 数量や図形につい
ての表現 t処理

数量や図形につい

ての知識 ・弾解

∪
何
十
で
わ
る
計
算

】

・イ可十でわる計算(あまりなし)の
仕方を考え,その計算ができる。

・10を単位として,
何十でわる計算(洗
まりなし)の仕方を
考えようとしているも

・4pl十で挽 計昇
(あまりなし)ができ
る。

つ
ち

・イ可十でわる計算 (あまりあり)の住
方を理解し,その計算ができる。

・何十でわる計算
(あまりあり)ができ
る。

・何十でわる計算

(あまりあり)の仕方

を理解している。

②
２
け
た
の
数
で
わ
る
筆
算

（
１

）

１

（
本
時

）

・2位数■2位数 (仮商修正なし)
の計算の仕方を考えることができ
る。

・2位数キ2位数の

計算の仕方を考え
ようとしている。

・際数が何十の場
合の計算をもとにし
て,2位数+2位 数
の筆算の仕方を考
えることができる。

2

。2位数÷2位数(仮商修正なし)
の筆算の仕方を理解し,その計
算ができる。
・わる数×商十あまり千わられる
数の関係を理解し,除法の検算
ができる。

・2位数キ2位数の

筆算ができる。

・2任数■24立数の

筆算の仕方や,そ
の検算の仕方を理
角写している。

3

・2位数 ÷2位数の筆算で,過大
商をたてたときの仮商修正の意味
を考え,仮 商修正することができ
る。

・仮商のたて方,修
正の仕方を筋道立
てて説明できる。

・過天的をたてたと
きの仮商修正がで
きる。

4

・2位致キ2位数の筆算で,過小
商をたてたときの仮商修正の仕方
を考え,仮 商修正の筆算ができ
る。

・仮面のたて方,修
正?仕 方を街道立
てて説明できる。

・過小商をたてたと
きの仮商修正の筆
算ができる。

5

・i衆数を切り捨て,切 り上げの両
方による仮商修正の仕方を比較
し,自分が考えやすい除数の処
理の仕方を考えることができる。

・仮雨をたてやす
い除数の処理の仕
方を考えようとして
いる。

・過小商と過大商
のそれぞれの仮商
修正の仕方を比べ

ることができる。

6

。3位数キ2位数=1位 数の筆算
の仮商のたて方を理解し,その計
算ができる。

・3位数÷2位数=

1位数の筆算がで
きる。

7

・学習内容に習熟する。 ・2～ 34立致キ24立

数=1位 数の筆算
ができる。

∪
２
け
た
の
数
で
わ
る
筆
算

【
２

）

１

・

２

・3位数■2位数=2位 数の筆算
の仕方を理解する。

・既習のFf算の仕
方をもとに筆算の

仕方を考えることが
できる。

・3位数■2位数=

2位数の筆算の仕
方を理解している。

3

・面に0がたつ場合 (商が何十)の
簡便な筆算の仕方を理解する。
・学習内容に習熟する。

・3位数÷2位数=

2位数の筆算がで

きる。

・商に0がたつ場合
(商が何十)の簡便
な筆算の仕方を理

解している。

④
わ
り
算

の
き
ま
り

1

・除法について成り立つ性質を理
解する。

・具体的な場面か
ら,被除数,除数と
商の関係を考える
ことができる。

!際ほの性質を埋

解している。

2

・禾尾に0のある数の除法の簡便
な計算をすることができる。

・末尾に0のある致
の除法の衡便な計

算が正確にできる。

り
ま
と
め

1

・宇習内容の理解を確認する。
・学習内容の理解を深め,算数ヘ

の興味を広げる。

・外国のわり算の筆
算の違いを見つけ
ようとしている。
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5 !教材の関連と発展

<第 4単元>
・小数でわる除法の意味と
算

・整数,小数キ小数の計算
筆算形式

6 本 時の指導

( 1 )目  標

2位数+2位 数 け摘修正なし)

( 2 ) 訓麟 洋

の計算の仕方を考えることができる。

5

(第3単元〉
・2～3位数÷1位数の筆算
形式

・乗除混合,連除の式の計
算方法
・倍と除法の意味の拡張

(倍の第一・第二用法)
・1位数でわる除法の暗算

<第 7単元>
・九九を1回適用する除法計
算(あまりあり)
・答えの確かめ方

<第 2単元>
・整数,小数÷整数(商が小

数)の計算と筆算形式

。何十でわる除法
。「商」「積」の用語
・2～3位数キ2位数の筆算

・除法の検算の仕方
・仮商の立て方と修正の意

・除法について成り立つ性
質

評 価 規 準

陽 面 ・方法)

具 体 の 評 価 規 準

A十 分満足できる B概 ね満足できる
C 努 力を要すると

判断され雄 切 支援
関

心

・
意

欲

・
態

度

・2位数+2位 数の計

算の仕方を考えよう

としている。

(自力解決 ・ノー ト)

。2位数キ2位数の計

算の仕方を,既 習の除

法計算の仕方をもとに

筆算で表し,他 の方法
でも確かめようとす

る。

。2位数+2位 数の計

算の仕方を,既習の除

法計算の仕方をもと

に筆算や図などで表

そうとする。

・具体物の操作を通し

て問題場面をイメー

ジさせ,絵や図などで

自分の考えを表現で

きるように助言する。

数

学

的

な

考

え

方

・除数が何十の場合の

計算をもとにして,2

位数■2位 数の筆算
の仕方を考えている。|

(地較検討やまとめ
・発表☆ソート)

。2位数+2位 数の筆

算の仕方を,除 数が何

十の場合の計算をもと

にして考え,筆 算以外
の方法と関連づけて説

明することができる。

。2位数+2位 数の筆

算の仕方を,除数が何

十の場合の計算をも

とにして説明するこ

とができる。

。2位数キ2位数の筆

算の仕方について,商
の立っ位や,筆算の手

順を助言する。
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(3)展

段隆 動活習学 O発 問 ・児童の反応
・留意点 ◇評価 ○支援

つ
か
む

　

　

　

　

　

　

５

ミ84まいあります。1人に21まいずつ分けると,
何人に分けられますか。

２

　

　

　

３

11問題場面をとらえる

○ どんな式になるだろう。

① どんな課題だろう。

・84■21

。わる数が何十ではないわり算
・一の位が0ではない2けた■2けたの計算

い )の計 算 の しか課題をつかむ

見通しをもつ

○ どの方法で答えを見つけたいか。
・筆算

比較検討する

まとめる
○ 筆算のしかたを

7.練 習・感想を発表する

・
か け 算

・図

4.

6.

①筆算(3)
4

21) 84

84

0

②かけ算
21×□=84

2 1  X  l = 2 1

2 1×4 = 8 4

①図

10 10 10 10

10 10 10 10

1 1 1 1

比べよう
一の任に蘭
の4をたてる。
21と4をかけ
て84。84から
84をひいて
0。

とが正しいのだろう。 21を4回かけ
ると,84にな
る。答えは,
4人。

10を2つと1を1
つずつ分ける
と,4人に分け
られる。

一の位に4を
たてると,答
えは4人にな
る。

21まいずつ,4人に分けられる。

まとめよう

84キ21の筆算のしかた
4     ① 商を一の位にたてる

21)84     ② 21と4をかける

84     ③ 84から84をひく
0

仕方を関連づけ,2位 |
数+2位 数の筆算の仕|

方に気付くことができる|

見
通
す

５

考

え
る
　
　
　
　
　
１０

確
か
め
る

10

ま

と

め

る

　

　

　

１５
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